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登別市議会 で 検索

　

議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、

議
員
全
員
が
定
例
会
ご
と
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
は
議

長
を
除
く
会
派
所
属
議
員
全
員

が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。
一
般

質
問
は
議
員
に
し
か
与
え
ら
れ

て
い
な
い
権
利
で
あ
る
。
政
策

論
争
に
お
け
る
大
切
な
機
会
で

あ
る
も
の
と
と
ら
え
て
お
り
、

意
義
あ
る
定
例
会
だ
っ
た
。

　

定
例
会
中
、
大
雨
特
別
警
報

に
加
え
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報

が
発
表
さ
れ
、
幸
い
大
事
に
は

至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
警
報
・

警
戒
の
中
で
の
議
会
で
あ
っ
た
。

当
会
派
か
ら
は
杉
尾
直
樹
議
員

が
「
将
来
の
消
防
力
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
、
多
種
多
様
な
災
害

に
対
応
で
き
る
消
防
力
の
強
化

を
訴
え
た
こ
と
は
こ
の
時
期
、

意
義
が
あ
っ
た
。

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
を
背

景
に
各
議
員
の
質
問
は
、
喫
緊

の
課
題
と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
・
人
口
減
少
・

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
影
響
・

認
知
症
対
策
・
第
6
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
な
ど
、
将

来
の
登
別
市
の
重
要
な
課
題
等

を
問
題
提
起
し
た
。
今
後
の
推

移
を
見
て
い
き
た
い
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
登
別

中
学
校
及
び
市
民
プ
ー
ル
の
2

施
設
の
老
朽
化
や
経
年
劣
化
と

い
う
原
因
で
、
合
わ
せ
て
一
千

万
円
規
模
の
整
備
が
必
要
な
事

業
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

事
態
が
別
の
施
設
で
も
起
き
て

い
な
い
の
か
、
つ
ま
り
、
組
織

内
に
お
け
る
横
断
的
な
「
横
展

開
」
が
重
要
と
思
わ
れ
る
が
、

果
た
し
て
実
行
さ
れ
る
か
今
後

も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

市
民
生
活
に
ズ
シ
ン
と
の
し

か
か
っ
て
く
る
消
費
税
8
％
増

税
と
社
会
保
障
の
削
減
の
中
で

の
9
月
議
会
。
一
般
質
問
で
は
、

介
護
保
険
制
度
の
内
容
が
後
退

し
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、

保
護
者
の
貧
困
が
子
供
の
学
び

に
影
響
さ
せ
な
い
教
育
行
政
の

あ
り
方
等
を
指
摘
し
た
定
例
会

で
あ
っ
た
。

市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます

市
民
・
前
進

市
政
ク
ラ
ブ
21

公
明
党

清　

新

日
本
共
産
党

介護、防災、人口減少などで12名が質問した!

　

本
定
例
会
で
生
活
・
福
祉
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
6
件
に
つ
い
て
、
9
月
5
日
に

資
料
要
求
の
た
め
の
委
員
会
を
開
催
し
、
9

月
12
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
は

① 

登
別
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

② 

登
別
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

③ 

登
別
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

④ 

登
別
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑤ 

登
別
市
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑥ 

登
別
市
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
行
い
、
④
に
つ
い
て
は

賛
成
多
数
で
、
他
は
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

生活・福祉委員会（付託案件審査）

会
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米
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夫
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直
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上
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幸
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山
田　

新
一

　
　
　
　
　

佐
藤　

弘
子

会
派
会
長　

木
村　

純
一

幹
事
長　

村
井　

寿
行

　
　
　
　
　

木
村　

俊
子

会
派
会
長　

渡
辺　
　

勉

幹
事
長　

佐
々
木
久
美
子

会
派
会
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石
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正
志

　平成26年第 3回定例会が 9月 5日から 9月18日までの14日間の会期で開催され、議案19件、報告 7件、意見
書案 4件を審議し、すべて原案どおり可決しました。
　各議員の一般質問の内容は37ページから、可決した案件は41ページにそれぞれ掲載しています。
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質　

北
海
道
新
幹
線
の

開
業
・
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
好
機
と
と
ら
え

観
光
振
興
を
図
る
べ
き
。

答　

情
報
発
信
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
取
り
組
む
。
2
次
交
通

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
の
座
席
数

に
比
べ
、
ス
ー
パ
ー
北
斗
な
ど
の
接
続
列
車

の
輸
送
力
が
下
回
る
こ
と
か
ら
、
函
館
か
ら

の
直
行
バ
ス
な
ど
を
検
討
す
る
。
受
入
環
境

の
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
進
む

地
獄
谷
や
大
湯
沼
、
天
然
足
湯
を
結
ぶ
遊
歩

道
の
改
修
を
進
め
る
。
ま
た
温
泉
地
区
の
緑

化
整
備
を
検
討
。
白
老
町
に
「
民
族
共
生
の

象
徴
と
な
る
空
間
」
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
白
老
町
と
の
連
携
を
図
り
一
体
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

質　

公
共
施
設
を
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う

管
理
を
十
分
に
行
う
べ
き
。

答　

公
園
、
墓
地
、
水
道
施
設
を
除
く
公
共

施
設
は
119
施
設
。
こ
の
う
ち
市
が
直
接
管
理

す
る
施
設
は
54
施
設
。
指
定
管
理
者
が
管
理

す
る
施
設
は
老
人
憩
の
家
や
市
民
会
館
な
ど

65
施
設
。
ま
た
公
共
施
設
の
老
朽
化
の
状
況

は
、
築
後
30
年
を
経
過
し
て
い
る
施
設
が
7

割
を
超
え
、
必
要
に
応
じ
て
補
修
を
行
い
延

命
化
を
図
っ
て
い
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

耐
震
診
断
で
基
準
値
が
大
き
く
下
回
る
が
修

繕
を
実
施
し
な
が
ら
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
も
視
野
に
入
れ
て
対
応
す
る
。

　

平
成
26
年
度
よ
り
、

登
別
市
防
災
資
機
材
購

入
整
備
費
補
助
事
業
実

施
要
綱
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

質
問
の
一
つ
目
と
し
て
、
そ
の
内
容
と
対
象

団
体
へ
の
周
知
方
法
を
聞
き
ま
し
た
。
改
正

内
容
と
し
て
は
当
初
配
備
し
た
防
災
資
機
材

が
15
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
防
災
資
機
材
の
再
交
付
申
請
の
要

望
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
自
主

防
災
組
織
の
意
見
を
確
認
し
な
が
ら
、
補
助

対
象
品
目
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
当
初
の

補
助
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た
自
主
防
災
組

織
に
対
し
て
2
回
目
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
対

象
団
体
に
口
頭
で
伝
え
た
だ
け
と
言
う
答
弁

だ
っ
た
の
で
、
公
平
性
と
い
う
観
点
よ
り
、

連
合
町
内
会
の
事
務
局
を
通
し
、
市
内
単
一

町
内
会
へ
周
知
徹
底
す
る
事
を
確
約
さ
せ
ま

し
た
。

　

質
問
の
二
つ
目
と
し
て
、
老
朽
化
し
た
登

別
温
泉
浄
水
場
を
建
て
替
え
る
と
し
た
場
合

に
は
、
登
別
温
泉
小
学
校
跡
地
を
利
活
用
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
問
い
ま
し
た
。
理
事
者

側
は
、
建
て
替
え
る
と
し
た
場
合
に
は
、
有

力
な
候
補
地
と
な
る
と
い
う
考
え
を
示
し
ま

し
た
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化

が
急
激
に
進
む
中
で
、

従
来
の
考
え
か
ら
脱
皮

し
、
人
口
等
の
予
測
な

ど
を
踏
ま
え
た
行
政
経

営
が
必
要
か
つ
重
要
な
こ
と
か
ら
、
「
人
口

減
少
・
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
影
響
と
そ
れ

に
対
応
す
る
行
政
経
営
に
つ
い
て
」
の
大
綱

１
件
に
つ
い
て
提
起
を
交
え
て
質
問
し
た
。

　

そ
の
１
項
は
、
学
校
区
に
よ
る
市
内
5
地

区
の
人
口
推
移
と
予
測
を
た
だ
し
、
各
地
区

の
高
齢
化
率
な
ど
の
把
握
・
分
析
と
そ
れ
に

よ
る
適
切
な
取
り
組
み
の
大
切
さ
を
指
摘
し

た
。
2
項
で
は
、
人
口
減
少
の
進
行
に
伴
う

影
響
と
そ
れ
に
対
す
る
行
政
経
営
を
視
点
に

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
限
界
も
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
目
を

向
け
、
会
派
視
察
先
の
佐
賀
市
の
事
例
を
紹

介
し
、
町
内
会
な
ど
各
種
団
体
へ
の
取
り
組

み②
空
き
家
の
実
態
調
査
を
し
、
空
き
家
の
撤

去
と
有
効
利
用
へ
の
対
応
と
い
っ
た
空
き
家

問
題
へ
の
取
り
組
み

③
限
ら
れ
た
行
政
職
員
や
財
源
な
ど
か
ら
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
視
野
に
、
「
西
い
ぶ

り
広
域
連
合
」
の
取
り
組
み
内
容
や
、
他
自

治
体
と
の
事
務
な
ど
の
共
同
処
理
の
提
起
や

地
方
自
治
法
を
根
拠
と
す
る
「
協
議
会
制

度
」
、
「
機
関
等
の
共
同
設
置
制
度
」
な
ど

に
対
す
る
考
え

を
た
だ
し
た
。

　

少
子
・
高
齢
化
の
現

代
で
は
、
お
墓
の
継
承

は
思
い
が
あ
っ
て
も
困

難
な
時
代
で
あ
る
と
認

識
し
早
急
な
対
応
が
必

要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
一
般
質
問
の

答
弁
で
は
社
会
問
題
化
し
て
お
り
、
当
市
に

お
い
て
も
将
来
継
承
者
が
い
な
い
な
ど
の
問

題
が
潜
む
と
い
う
こ
と
で
、
検
討
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

今
回
の
答
弁
で
は
、
先
進
地
視
察
な
ど
事

例
研
究
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
や
場
所
に
つ

い
て
も
候
補
を
挙
げ
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
つ
い
て
は
「
ま
ず
寺
院
な
ど
に
現
状
を

確
認
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
墓
地
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
経
年
劣
化
の
お
墓
の
管
理
に
つ
い
て

は
個
人
の
財
産
な
の
で
、
管
理
の
要
請
な
ど

は
し
て
い
る
が
、
そ
れ
自
体
困
難
が
生
じ
た

り
、
改
善
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
苦

慮
す
る
こ
と
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
ほ
か
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
い
区
画
割
を
し
た

第
3
次
の
墓
地
造
成
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

法
律
的
な
こ
と
を
含
め
た
検
討
と
、
社
会
的

弱
者
で
あ
る
方
々
が
墓
参
し
や
す
い
よ
う
な

造
成
方
法
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
要
請
し
ま
し

た
。

観
光
施
策
・
公
共
施
設
の

観
光
施
策
・
公
共
施
設
の

  

管
理
に
つ
い
て

管
理
に
つ
い
て

木　

村　

俊　

子

防
災
資
機
材
購
入
整
備
費
補
助
金

防
災
資
機
材
購
入
整
備
費
補
助
金

  

な
ど
に
つ
い
て

な
ど
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

各
種
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
る

各
種
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
る

  

施
策
策
定
を

施
策
策
定
を

松　

山　

哲　

男

合
葬
墓
に
つ
い
て

合
葬
墓
に
つ
い
て

  

米　

田　

登
美
子

一 般 質 問一 般 質 問
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こ
の
夏
「
子
ど
も
の

貧
困
率
が
過
去
最
悪
で

あ
っ
た
」
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
平
成
21
年
調

査
よ
り
、
0
・
6
％
悪

化
し
て
お
り
、
調
査
が
始
ま
っ
た
1
9
8
4

年
に
は
、
9
人
に
１
人
の
割
合
だ
っ
た
の
が
、

2
0
1
2
年
ま
で
に
6
人
に
１
人
、
35
人
学

級
で
は
、
１
ク
ラ
ス
に
5
〜
6
人
の
子
が
当

て
は
ま
る
。
ひ
と
り
親
世
帯
で
は
、
2
人
に

１
人
が
生
活
苦
の
中
、
子
ど
も
時
代
を
過
ご

し
て
い
る
。

　

市
内
の
労
働
基
本
調
査
で
は
、
非
正
規
雇

用
が
増
加
し
て
い
る
今
、
生
活
苦
か
ら
抜
け

出
せ
ず
に
い
る
親
も
多
く
、
貧
困
は
子
ど
も

の
責
任
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
指
摘
し
た
。

質　

子
ど
も
の
貧
困
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
、
小
中
学
校
入
学
時
に
多
額
の
お
金
が
か

か
る
。
就
学
援
助
制
度
で
支
援
さ
れ
て
い
る

が
、
支
給
が
5
月
末
と
支
払
い
実
態
と
か
け

離
れ
て
い
る
の
で
、
早
期
に
支
給
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

検
討
し
て
5
月
連
休
頃
に
支
給
し
た
い
。

　

ま
た
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
費
（
9
万

円
〜
１
万
8
千
円
）
の
実
態
を
示
し
、
こ
れ

で
は
運
動
部
に
入
り
た
く
て
も
入
れ
な
い
。

部
活
は
大
切
な
中
学
校
教
育
の
一
翼
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
の
よ
う
に
、
就
学
援
助
の
支
給
項
目

と
す
べ
き
と
た
だ
し
た
。

　

本
市
の
人
口
は
、

「
国
勢
調
査
」
に
よ
る

と
平
成
7
年
の
5
万
6

千
892
人
か
ら
、
平
成
17

年
の
5
万
3
千
135
人
と

10
年
間
で
3
千
757
人

（
減
少
率
6
・
6
％
）
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
7
年
か
ら
平
成
17
年
の
年
齢
区
分
別

人
口
を
み
る
と
、
「
15
歳
未
満
の
年
少
者
人

口
の
減
少
が
著
し
く
、
平
成
7
年
の
8
千
349

人
か
ら
、
平
成
17
年
の
6
千
509
人
と
10
年
間

に
１
千
840
人
（
減
少
率
22
・
0
％
） 

が
減
少
」

し
、
ま
た
「
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、

平
成
7
年
の
9
千
149
人
か
ら
、
平
成
17
年
の

１
万
3
千
65
人
と
10
年
間
に
3
千
916
人
（
増

加
率
42
・
8
％
）
の
増
加
」
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
で
は
人
口
の
減
少
と
と
も
に
少
子
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
為
に

① 

住
み
た
く
な
る
登
別
の
施
策
に
つ
い
て

② 

生
産
年
齢
人
口
を
増
や
す
施
策
に
つ
い
て

③ 

お
母
さ
ん
の
目
線
で
幼
児
・
児
童
の
教
育

や
健
康
の
推
進
を
図
り
、
さ
ら
に
は
子
育

て
を
し
な
が
ら
の
女
性
の
雇
用
の
創
出
の

施
策
に
つ
い
て

④ 

企
業
を
誘
致
し
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
施

策
に
つ
い
て

⑤ 

今
後
人
口
減
に
伴
い
市
税
が
減
収
し
、
公

債
費
率
も
悪
化
す
る
見
込
み
の
中
で
、
水

道
や
新
庁
舎
・
消
防
・
給
食
セ
ン
タ
ー
な

ど
行
政
が
推
進
す
る
大
型
公
共
投
資
へ
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

市
民
の
生
活
向
上
を
基
本
に
い
つ
ま
で
も
住

ん
で
み
た
い
登
別
市
の
各
施
策
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　

介
護
保
険
と
医
療
提

供
を
見
直
す
「
地
域
医

療
・
介
護
総
合
確
保
法
」

が
、
今
年
6
月
に
成
立

し
た
こ
と
に
伴
い
、
来

年
4
月
か
ら
始
ま
る
本
市
の
「
第
6
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
や
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
の
か
た
だ
し
た
。

質　

要
支
援
１
や
2
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答　

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
は
保
険
給
付
か

ら
は
ず
れ
地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
。

質　

要
支
援
者
が
利
用
し
て
い
る
訪
問
介
護
、

通
所
サ
ー
ビ
ス
が
今
後
、
現
在
の
内
容
・
水

準
か
ら
後
退
し
な
い
の
か
。

答　

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が
後
退
し
な
い
よ
う

取
り
組
む
。

質　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は
。

答　

緑
風
園
の
み
で
162
名
。

質　

今
後
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

が
要
介
護
3
以
上
に
限
定
さ
れ
る
が
、
要
介

護
2
以
下
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
今
後

の
対
応
は
。

答　

自
宅
で
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
を
受
け

る
か
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
等

に
入
所
す
る
こ
と
に
な
る
。

質　

利
用
者
負
担
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
。

答　

こ
れ
ま
で
一
律
１
割
と
な
っ
て
い
る
利

用
者
負
担
が
、
一
定
の
所
得
の
方
は
自
己
負

担
が
2
割
と
な
る
。

　

第
186
回
国
会
で
、
教

育
行
政
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
い
る
「
教

育
委
員
会
制
度
」
を
大

き
く
変
え
る
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改

正
案
が
提
出
さ
れ
、
両
院
で
可
決
・
成
立
し
、

平
成
27
年
4
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
教
育
委
員
会
の
運
営
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
懸
念
や
課
題
を
含

め
何
点
か
質
問
し
ま
し
た
。

質　

来
年
度
以
降
の
教
育
委
員
会
の
運
営
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
も
日
常
的

に
市
長
部
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
教
育
行

政
を
推
進
し
て
き
た
。
法
改
正
で
は
、
迅
速

な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
や
責
任
体
制
の
明

確
化
、
首
長
と
の
連
携
強
化
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
執
行
機
関
と
し
て
の
教
育
委
員

会
の
政
治
的
中
立
性
の
確
保
や
研
修
の
充
実

な
ど
に
よ
る
事
務
局
職
員
の
資
質
向
上
を
含

め
て
、
教
育
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を

十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
努
め
る
。

　

以
上
の
通
り
、
今
回
は
法
改
正
で
、
首
長

に
よ
る
新
教
育
長
の
任
命
・
罷
免
権
の
確
立

や
「
総
合
教
育
会
議
」
の
主
宰
な
ど
、
教
育

へ
の
首
長
の
大
幅
な
関
与
拡
大
と
な
っ
た
た

め
、
政
治
的
中
立
性
確
保
の
視
点
か
ら
質
問

し
ま
し
た
。

親
の
貧
困
が
子
ど
も
の
学
び
に

親
の
貧
困
が
子
ど
も
の
学
び
に

  

影
響
せ
ぬ
よ
う
に

影
響
せ
ぬ
よ
う
に

渡　

辺　
　
　

勉

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

  

施
策
に
つ
い
て

施
策
に
つ
い
て

工　

藤　

倶
二
雄

介
護
保
険
に
つ
い
て

介
護
保
険
に
つ
い
て

  

佐
々
木　

久
美
子

来
年
度
以
降
の

来
年
度
以
降
の

  

教
育
委
員
会
の
運
営
は

教
育
委
員
会
の
運
営
は

高　

橋　

正　

美

一 般 質 問一 般 質 問

38 議会だより でぃすかす


